
（様式例２） 

学校名 

栃木市立国府北小学校 

学年 

5年生 

教科：単元名 

国語：すいせんします 

利用したもの 

Ｈ３０とちぎっ子学習状況調査 

５年 国語 大問６ 

概要 

国語科で、考えたことや伝えたいことなど

から話題を決め、収集した知識や情報を関

係付け、推薦文を書いて、発表する活動を

しました。単元の終末に、学習したことが

身に付いたかの確認問題に使いました。 

１ ねらいの確認 

すいせんするもののよさが伝わる話になっているか、発表を聞こう 

 

２ 友達の発表を聞く。 

○ 聞く観点 

・ 推薦する内容が目的や条件に合っている

か。 

・ 集めた情報を、推薦する理由としてまと

めているか。 

・ 声の強弱・速さ・間の取り方などを意識

して話しているか。 

 

３ 振り返り（確認問題） 

・ 自分で文章を書いたり、友達の話を聞いた

りした活動後に、集めた知識や情報から目的

に合ったものを選べることができるかを調査

問題で確認しました。 

※ 問題には、資料や表が複数提示されていた

ので、問題を読み終わるまで、時間が掛かり

ました。また、その資料や表が何を表してい

るのかが理解できず、戸惑っている様子でし

た。 

※ ４月の実施と比べ、平均正答率が上がりました。 

感想等 

・ 集めた情報を整理・分析し、推薦する理由とするわけですが、児童は整理・分析

が不十分でした。そのため、目的や条件に合った理由が考えられない児童が多いで

す。 

・ 知識や情報の整理・分析の手順として、 

①情報を列記する。 

↓ 

②仲間分けをする。 

↓ 

③グループに名前を付ける。 

 

などの方法に取り組ませたいと思います。 



 

学校名 

 下野市立吉田西小学校 

学年 

 ５年生 

教科：単元〈題材〉名 

国語：グラフや表を用いて書こう 

利用したもの 

Ｈ28 全国学力学習状況調査 

国語Ｂ 大問２ 

概要 

自分の考えの裏付けとなる統計資料を探す際

の着眼点を見つける学習で使用した。 

１ 本時のめあてを確認する。 

２ 調査問題を例に、資料の着眼点を考える。 

 ※資料と問題文から、自分の考えに説得力をもたせるために、どこを着眼点にすれ

ばよいかを見つける活動をした。 

３ 振り返りをする。 
成果と課題 

○成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△課題 

・「読むこと」の授業ではないので、「書くこと」のねらいを意識した発問ができるとよ

かった。 

  （例）この資料から、どのように書けばよいか。 

・右の写真のように、

文章の部分がグラフ

のどこに当たるのか、

線で結ぶことによっ

て、どこに注目するの

かが分かった。グラフ

全体ではないことに

も気付くことができ

た。 

 

 



 

学校名 学年 教科： 単元名 

下野市立吉田東小学校 5 年生 国語： 漢字の広場①（光村図書） 

利用したもの 概要 

Ｈ３０全国学力学習状況調査 

国語Ａ 大問５ 

国語科で、漢字を使って短作文を作った後に、主述の関係に

ねじれがないか推敲し、その力が付いたかどうか確かめるため

に本問題を取り入れた。 

授業の展開 

１ めあてを確認する。 

２ 教科書の漢字の読み方・意味を確認する。 

３ 作文をする際のポイントを共有する。 

４ 短く作文する。 

５ グループで読み合い、推敲する。その際に推敲のポイントを共有する。出てきた文章の中で 

主述のねじれがあるものを取り上げ、その直し方を話し合う。 

  ※・自分が普段作文をしていて、よく間違えることを確認できていた。 

   ・主語に「感想は」「考えたことは」などを入れてしまうと、その後の文が書きにくく、間

違った述語を使っていることに気付けた。 

６ 主述のねじれに気付く力がついたかどうか確かめるために、調査問題を活用する。 

 

７ 振り返りをする。 

感想 

○作文の添削をする際に、気になる間違いを解決したいと考え、授業を組み立てた。主語の選択を

誤ると、述語が限定されて、その後の文が書きにくくなることを意識させたいと考えていた。ちょ

うど調査問題にも同じことが出題されていたので、この問題ができるようになることで、作文にも

生きていくだろうと考え、振り返りの問題として活用した。 

○『漢字の広場』の学習は、漢字を使って作文したり、全学年の既習漢字の確認をしたりするにと

どまっていたので、「ここで文法的な部分も補ってみてはどうか」という学力向上アドバイザーか

らの助言をもとに、付けたい力を明確にした授業を行うことができた。 



学校名 学年 教科：単元〈題材〉名

栃木市立国府南小学校 ３年生 算数：時こくと時間

利用したもの 概要

H２９とちぎっ子学習状況調査４年 算数科の単元のまとめで発展問題として

算数１６ （１） １時間の授業を行いました。

１ 単元の既習内容を振り返る。

２ 時刻表の読み方を知る。

＊学校前にあるバスの時刻表を表示して読み方を教え、もう少し本数があ

る電車の時刻表を全員で確認しました。

３ 学習問題を知り、問題を解く。

＊（１）だけの作業用紙を作成しました。

＊一人で考え、グループで話し合って、考えをまとめました。

＊文章題が苦手な児童が学習問題を示したときに、意欲的な顔を見せまし

た。一人では解決が難しい児童もグループで話し合うことで、解くこと

ができました。

４ 自分たちの考えを発表する。

５ 振り返り

感想等

自分が教えた児童がこの問題が全然解けなかったと聞き、時刻表の問題が教

科書のステップアップ問題に載っていたのに扱わなかったことを反省しました。

そこで、今年度はきちんと時刻表の読み方を教えたいと思い、この問題を授業

で扱おうと思いました。思ったより問題を解決するのに時間がかかり、発表も

１グループしかできず、振り返りまでできませんでした。「午前９時３０分の開

園に間に合うためには、いちばんおそくて、何時何分発の電車に乗ればよいで

すか。」という問題の意味が分からない児童が多かったです。時刻表の読み方だ

けでなく、日常生活でも、時間を逆算して、行動をすることが必要だと感じま

した。


